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〒065-0013　札幌市東区北13条東3丁目1番30号　TEL 011-741-1051 FAX 011-741-1077

　今回、マリアホールに机と椅子を増やしていただ
きありがとうございます。
　天使大学に入学してからマリアホールは私にとって
日常的に利用する身近な場所になりました。授業の空
き時間には友人と集まりレポートやグループ課題に取
り組むことが多く、わからない点を教え合いながら学
びを深めています。また実習前には一人で資料を広げ、
復習や準備を行うなど集中して過ごすことも多いです。
忙しい実習や課題に向き合う中で気持ちを落ち着かせ、
次に向き合う準備が出来る場所として役立っています。
　そしてマリアホールは学習としての場だけでなく、
授業の合間に心を休めることが出来る場所としても
利用しています。友人と会話を楽しみながら昼食を
とったりすることで気持ちがリフレッシュされ、午
後の授業や実習への良い切り替えになっています。
落ち着いた雰囲気で過ごせるため心身ともに整えら
れる空間だと感じ
ます。今後も多く
の学生にとって安
心して利用できる
大切な場所であり
続けてほしいと思
います。

　今年から天使大学に入学し、大学生活が始まって
から毎日がとても充実していると感じています。特
にお気に入りなのがマリアホールで、ここはみんな
が自由に勉強できるスペースになっています。机が
たくさん並んでいて集中して課題に取り組めるだけ
でなく、ソファも置いてあるので、少し疲れたとき
にはくつろぎながら過ごすこともできます。友だち
と集まって話しながら勉強できる雰囲気もあり、一
人で黙々とする日も、みんなで励まし合う日もあっ
て楽しい時間を過ごしています。
　また、マリアホールには食堂もあり、今回の食堂
への助成のおかげで学生証を見せると30円引きに
なって、日替わりのプレートランチを420円で食べ
ることができるのが嬉しいです。栄養バランスもよ
く、学生にとってありがたい存在だと思います。さ
らにアイスの自販機もあり、勉強の合間のちょっと
した楽しみになっています。こうした環境のおかげ
で、大学生活を前
向きに楽しみなが
ら学べていて、こ
れからも沢山活用
していきたいと思
います。

天使大学で見つけた
� 私の居場所
－マリアホールで
　　紡ぐ学びと日常－

天使大学での
� 充実した毎日
～勉強も息抜きも
� できる大切な空間～

看護学科１年　佐々木まなみ 栄養学科１年　金沢　海玲

業報告各種助成の ににににつつつつつつつついいいいいててててて
学生関連助成の実施
　天使大学後援会では、学生のボランティア活動・クラブ活動等の事業運営等への助成
を行っております。今年度はマリアホールに机と椅子を寄贈しました。

年度年



2

2 9 ♡ L A BO

F o o d c om

創設１年目の
活動を振り返って
～29♡ LABOの挑戦～

実践から学ぶメニュー開発と
地産地消の価値
～「３白」をテーマにした
　産官学連携学食メニュー開発～

2
ニクラブラボ

9♡ LABO部長　

栄養学科３年　山田　千愛

F
フードコム

oodcom部長

栄養学科３年　宮下　七海

　まずは、天使大学後援会の皆様に心より御礼申し上げま
す。この度は、29♡LABO（にくらぶらぼ）の活動に対し
多大なるご支援を賜り、誠にありがとうございました。皆
様の温かいご支援のおかげで、私たちは多くの貴重な学び
と実践の機会を得ることができました。
　29♡LABO は、2025 年 ３月に誕生
した、「お肉×学びと発信」をテーマ
とするサークルです。北海道のお肉の
魅力をより多くの方々に伝えることを
目的に、調理や試作、食べ比べなどの
活動を通じ、楽しみながら学びを深め
てきました。

　Foodcomでは、様々なプロジェクトに分かれて活動し
ています。
　昨年度に引き続き、株式会社魚国総本社様･北海道庁農政
部様･北海道キリンビバレッジ様との共同
で米・牛乳・砂糖の“３白”の地産地消の
拡大を目的とした天使大学の学食のメ
ニュー開発を行い、「－White Expo 2025
－in 天使大学」を開催しました。また、「天
使大学３白コラボイベントお披露目会」も
開催しました。
　普段授業内にて、各症例に合った献立

　私たちは、食材としてのお肉を知るだけでなく、味や食
感の違いを体感し、商品として提供されるまでの過程を学
ぶことを大切にしています。天使祭では、東日本フード株
式会社（ニッポンハムグループ）様とコラボし、オリジナ
ルメニューの開発・販売に挑戦しました。また、エスコン
フィールドで開催された日韓戦では、Meatful様とコラボ
し、応援メニューとして「サムギョプサル丼」を提供する
など、学外イベントにおいても貴重な経験を積むことがで
きました。
　今後も29♡LABOは、皆様への感謝の気持ちを忘れず、
食を通じた学びと発信を大切にしながら、学生ならではの
視点で北海道の食の魅力を伝えていきたいと考えておりま
す。今後とも、変わらぬご支援とご指導を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

作成･展開をしますが、栄養価を気にして献立作成をする
こと、実習等においても高齢者向けの献立を作成すること
が多く、若者向けのメニュー開発をする機会があまりあり
ませんでした。どのようなメニューが学生の興味を引くこ
とができるか、３白をどのように活用できるかなど授業だ
けではあまり触れないところも経験することができました。
　今回は、３白の地産地消をテーマとしましたが、他にも地
産地消を拡大していくべき食材が多くあることも学ぶことが
できました。今後も、道庁様、魚国総本社様、キリン様のお
力添えのもと地産地消の大切さや北海道産の食材を多くの人
に知っていただけるよう活動していきたいと考えております。
　最後になりましたが、天使大学後援会の皆様、この度は
Foodcomの活動費を支援してくださり、誠にありがとう
ございました。
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2025年度 天使大学教育講演会開催報告

　当日の天候は晴から曇で、穏やかな日でした。最高気温
は26℃で、十月初旬とは言え、未だ秋になりきらない暖か
い日でした。新棟の教室内は快適でした。参加者は約90名
でした。例年は土曜日に実施していたのを、今年度は日曜
日の実施となり、参加者数の動向を少し心配していました。
しかしながら、結果として例年よりやや多い位の人数とな
りました。社会的な関心の高さが伺えました。
　先ず最初に、二宮学長からご挨拶をいただき、続いて、
司会者から講演者のご略歴などのご紹介がありました。そ
のあと直ぐにご講演に移りました。講演中はスクリーンに
資料を映しながらお話をいただきました。「大津市いじめ
殺人事件（2011年10月）」の紹介から始まりました。斎藤
先生はご講演中、
　　少子化がすすんでいるのに不登校の数は増えており、

これは異常なことである。
　　教育システムの制度疲労が起きている。
　　「指導すれば解決する」は昭和モデル・信仰であり、

もはやうまくゆかない。
　　学校現場にいじめはある。しかし、学校はこれを否定

する。
　　コミュ力とは、場の空気を読めて笑いをとれること。

コミュニケーション力とは異なる。
　　コミュ力のある生徒はカースト上位にくる。
というようなことを繰返し仰言ておられました。先生は「旭
川いじめ再調査委員会（2022年12月〜）」の委員をされて
おり、このご経験を踏まえて具体的で迫力のあるお話を伺

うことができました。
　ご講演の後半はオープンダイアローグ（フィンランドの
実践に基づく「開かれた対話」）に関する話題に」移られ
ました。オープンダイアローグとは時間を共有（交換）す
ることであり、入院や薬物療法を可能な限りおこなわず治
癒を目的としないこと、アセスメントせず、いつの間にか
治っているということを仰言ておられました。「結論が出
ず、モヤモヤが残るほうが良い場合もある」というお話は
印象に残りました。
　約90分間のご講演のあと、質疑応答に移りました。不登
校の子どもの親や訪問看護で日々問題を抱えている医療関
係者などから質問や話題提供、感想などがあり、時間いっ
ぱい非常に活発な質疑応答になりました。
　最後に西尾後援会長からご挨拶をいただき、講演会は終
了しました。

演題「こころの豊かさと対話の力」
 　  現代のいじめ、トラウマとその後遺症を知る

講師　つくばダイアローグハウス院長、筑波大学名誉教授　斎　藤　　環 先生

後援会による教育講演会について報告します。

実施日：2025年10月５日（日）　　　時間：午後２：00～４：00　　　場所：天使大学 2303教室

教養教育科 教授　　川　口　雄　一



卒業式（卒業証書・学位記　授与式）

日　時：2026年３月13日（金）

　　　　10時00分　開式

　　　　11時30分　終了予定

場　所：天使大学　体育館（２号館５階）

入学式

日　時：2026年４月２日（木）

　　　　10時00分　開式

　　　　11時00分　終了予定

場　所：天使大学　体育館（２号館５階）

※３月１日時点での予定

後援会総会

日　　時：2026年４月２日（木）11時10分頃

場　　所：天使大学　体育館（２号館５階）

議案予定：①2025年度事業報告および決算について

②2026年度事業計画（案）および予算（案）

について

　　　　　③2026年度役員選出について

　　　　　④その他

後援会会員の皆様には、総会にご出席いただき、事

業等についてのご意見をお寄せくださいますようお

願いいたします。

後援会：kouenkai@tenshi.ac.jp

ご 案 内

地区懇談会の開催報告2025年度
保護者の皆さまに大学を深くご理解いただく場である地区懇談会を札幌と苫小牧の２地区で開催いたしました。

・2025年11月１日（土）13：00 ～ 15：00　グランドホテルニュー王子
・2025年11月15日（土）13：00 ～ 15：30 天使大学　６号館１階　6101講義室

　後援会会長、学長、看護学科長、栄養学科長、学科の支援教員が参加し、各学科長より各学年の学修状況
および就職状況の説明が行われ、その後、希望された保護者様と学科の支援教員等による個別面談が行われ
ました。
　来年度の開催につきましては、2026年７月頃ご案内いたしますので、多くの保護者の皆さまのご参加を
お待ちしております。

１．全体説明会
　　後援会会長挨拶
　　学長挨拶・大学の近況について
　　学科の学修・就職状況について（看護学科長・栄養学科長）

２．個別面談

次　第
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